
























































































































































































































































































































































































































1 2 0 5
の五月法







































































W E t c
－ぬるを中央党の領袖ライへンスペルガ
1




























































































































































いる。そして教皇を利用しての中央党への干渉政策はその後も続けられては来たが教皇庁側の態度はファルグ立法以来極めて厳しくなり、一八七三年八月七日には五月法 抗議して、「洗礼を受けた 者悉く教皇に属訴との申入 プロイセン政府に送り、同年一一月末には教会法に反抗する僧侶を賞讃し、五月法 教会憲法 その根底より覆滅し、教会を破滅に導くも であるとして政府 責任を追究する回章を発表 崎山しかるにフアルグの峻厳な取締に 五月法やジ
J
片イット法にふれて処罰される僧侶の数は当時激増し、殊に前述の追放法の打撃はカトリック徒にとり決
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（ 門 別 ）
だ
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1 0 m s m
片『九〉の記事を掲げ、世界中に大き
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てピスマルクは一八七五年四月一日附ホlエンロlエ宛電報で「 私自身 とって驚きであっ 」と述べ、七六年一月二二日露帝アレキサンダlのドイツ新聞について 批判 つい のロイス大使の報告に関連 べ
（ω
） 


















































































































































































































































































































∞ 宮 口 ，




















∞ 宮 町 円 ，
















































m g Z N
はケルン紙・ポスト紙の記事の暫
時後であり、同














説して、「教会のすべての本源的権利は撤回されねばな ない。：：：これが実現す や否や私 穏健な考え方のローマの椅子との平和を確保するように努力したい。私は神 祐けを借りてもこの椅子を見出すつもりである。 時攻撃
（山）
的であることを要請されたこの闘争をこの後は防禦的に続行し、学校教育に任ね ように い 」と文化闘争終結の願望を述べている
υ
五月法やその他の取締令にふれて処罰せられる僧侶も紗しい数に上ると共に宗教迫害への熱情を湧かせたカトリッ

























































































































































































































































































































































































































































































接 近 一 に
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Z 2 r o s g
に対して「我々はフランスの準備完了を待っていようとは思わない。フランスを予防
（四）
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〈凹） Carol, E. Malcom.: French Public Opino and Foreign Afairs 1870-94. 1931.P 52-3. 
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Bd I, S.34 
( o) Grose Politik, Bd. I. Nr. 13 S. 21 
(en) Carol: ibid. P.52-53 
(8) Grose Politik. Bd. I. Nr. 147 S. 235 
(:1) Schultes: Europaische Geschitkalendcr.1872-0. S43, 
（口） Eyck, E.: Bismarck, Lebn und ¥Vcrk. Bd. 皿. 194. s. 156 
（口） ibid 
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an Decazes, G. Feb. 1874 
（巳） ibid. P. 4 
（~） ibid. P. 40 
〈口） ibid. P.49 P.51 
（出） ibid. P.49 
（~） ibid. P.49 Gontau an Decazs. Pctrbuε9. Marz 1874 
（~） ibid. P. 49 
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